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水谷久美子議員への養⽼町議会政治倫理審査会請求事案についての結果報告 
 
１．審査請求と審査会設置について 
 令和５年２月１１日（土）に水谷久美子議員が起こした交通事故において、水谷久美子議員が運転
者でありながら、負傷者の救護と事故の報告を同乗者に任せ、予定していた議員活動である報告会
を優先したことが、養⽼町議会議員政治倫理条例（以下「条例」という。）第３条第１項第１号の政
治倫理基準に違反する疑いがあるとして、１０人の町議会議員の連署をもって令和５年２月２２日
付けで審査請求書が議⻑に提出された。 
 議⻑は、審査請求を受けて、令和５年２月２７日に養⽼町議会議員政治倫理審査会を設置し、松永
⺠夫議員、⽥中敏弘議員、野村永⼀議員、早崎百合子議員、吉⽥太郎議員、⻑澤⿓夫議員、北倉義博
議員、小寺光信議員の８人を委員に指名するとともに、当該審査事案の審査を審査会に付託した。 
 
２．審査事案について 
 令和５年２月１１日（土）１２時４５分頃、養⽼町栗笠地内において水谷久美子議員が運転する乗
用車が、女子高校生が運転する自転車と衝突する交通事故を起こした。 
 その際、水谷久美子議員は、負傷者の救護や事故の報告といった事故対応を自身が運転していた
乗用車の同乗者に任せ、自身は養⽼町石畑地内で１３時３０分から企画していた議員活動である報
告会に向かった。 
 負傷者である女子高校生は、同乗者が事故現場に呼び出した同乗者の家族が運転する乗用車によ
り、⻄美濃厚生病院に搬送された。その後、女子高校生の保護者が⻄美濃厚生病院に到着し、警察へ
の報告が行われていなかったことから、女子高校生の保護者が警察に報告を行った。報告を受けて
警察官が⻄美濃厚生病院に来た。 
 水谷久美子議員が警察署に向かったのは１４時４５分頃であり、現場検証は１６時頃から行われ
た。 
 
３．審査の経過について 
 令和５年２月２７日に第１回政治倫理審査会を開催し、正副委員⻑を互選した後、審査請求の適
否と日程案を協議した。その結果、委員⻑に北倉委員を選任し、副委員⻑には野村委員を選任した。
また、審査請求の適否については、提出された審査請求書が条例第５条の規定に適っていることを
決定し、審査を開始した。次回以降の日程については、第２回を３月６日に、第３回を３月１３日に
開催する案を示し委員の了承を得た。 
 ３月６日に第２回政治倫理審査会を開催した。はじめに水谷久美子議員から審査事案に対する弁
明を受け、次に水谷久美子議員への質疑を行った。その後、当該審査事案の政治倫理基準等に違反す



る行為の存否について審査を行った。なお、審査結果を議⻑に⽂書で報告するにあたり、特に報告す
べき事項として審査結果の措置についても協議を行った。 
 ３月１３日に第３回政治倫理審査会を開催し、審査結果報告書を取りまとめた。また、同報告書を
同日付で議⻑に提出することとした。 
 
４．水谷久美子議員の弁明について 
 当該審査事案に対し、水谷久美子議員が行った主な弁明は以下の通りである。 
（１）事故対応を同乗者に任せ、議員活動を優先したのは、現場で女子高校生に声をかけ、その応対

から軽傷であると安易に判断してしまったことと、予定していた議員活動の責任者であったこ
とによる責任と義務感を感じていたためであった。 

（２）救急車を呼ばずに、同乗者の家族の乗用車で女子高校生を⻄美濃厚生病院に搬送したことに
ついては、女子高校生に救急車を呼ぶことを提案した上でのことであり、本人から同意を得て
いた。 

（３）水谷久美子議員と同乗者が警察への報告をしていないことや、議員自身が警察署に向かった
時間が、事故発生から約２時間経過した後であったことについては痛恨の極みである。 

（４）負傷者である女子高校生とその保護者にはお詫びした。また、事故後の女子高校生の容態につ
いても継続的に確認を行っている。このほか、警察及び女子高校生の保護者にドライブレコー
ダーの記録を提出した。 

 
５．審査の結果について 
 当該審査事案に対し、慎重に審査した結果、政治倫理審査会では次の結論に至った。 

水谷久美子議員は、自身が起こした交通事故において、運転者でありながら、警察への報告を怠
り、さらに負傷者の救護を同乗者に任せ、現場を離れ予定していた議員活動を優先した。その結果、
救急車は要請されず、警察への報告も女子高校生の保護者からなされた。現在のところ女子高校生
に大事はないが、町⺠の生命・財産に対して責任がある町議会議員として、水谷久美子議員が適切な
事故対応を行わなかったことは明らかである。 

以上から、水谷久美子議員の当該審査事案における事故対応は、町⺠全体の代表者として、その品
位と名誉を損なう⼀切の行為を慎み、その職務に関し、町⺠の疑惑を招くおそれのある行為をしな
いこととした政治倫理基準に違反していると結論づけた。 

また、当審査会では、議⻑が関係議員に対して、議会の名誉及び品位を守り、町⺠の信頼を回復す
るために講じる措置についても、条例第９条（１）に規定する「議員の辞職勧告」が妥当であるとの
結論に至った。 


